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【背景】 
私たちの⾝体を構成するほぼ全ての細胞の表⾯には、糖鎖が⽑⽪のように⽣えています。糖鎖は糖が

鎖状に連なったもので、その多くは細胞膜に埋め込まれたタンパク質や脂質を修飾して、細胞同⼠のシ
グナル伝達やタンパク質の機能調整など、まさに⽣命活動の最先端で重要な役割を担っています。関節
軟⾻の表⾯領域では、静⽌した細胞がそれらの表現型を恒久的に維持しており、⼀旦変性が開始すると
元には戻れないと考えられてきました。 

研究グループは、軟⾻細胞が前駆細胞から分化する時に変化する糖鎖と、軟⾻変性に先⾏して変化す
る糖鎖に類似点を⾒出し、⾼マンノース型 N 型糖鎖に着⽬しました。今回、⾼マンノース型 N 型糖鎖
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＊3 糖転移酵素 … 糖供与体である糖ヌクレオチドから単糖を基質体に転移することで糖鎖を伸⻑あ
るいは分岐させる反応を触媒する酵素群。 

 
＊4 FUT8 … 糖転移酵素の⼀つで、N 型糖鎖の⼟台（コア）の N-アセチルグルコサミンの 6 位にフコ
ースを 1 個付加させる。この位置に付いたフコースはコアフコースと呼ばれ、多くの糖タンパク質の
機能制御に⼤きく関わるため、抗腫瘍抗体として上市された医薬品もある。 

 
＊5 軟⾻の恒常性 … 関節を覆う軟⾻は硝⼦軟⾻と呼ばれ、成⻑軟⾻と異なり、⽣涯にわたり「静⽌し
ている」にもかかわらず代謝的に活性な状態にある機械的に感受性の軟⾻細胞のバランスのとれた作
⽤によって維持される。 

 
＊6 グライコーム … 細胞や組織、個体が有する糖の総体。糖鎖は、N 型糖鎖、O 型糖鎖、糖脂質、グ
リコサミノグリカン、遊離オリゴ糖（鎖）に⼤別され、これら糖鎖の全情報セットを意味する。 

 


